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「
旧
テ
ロ
特
措
法
」
の
位
置
付
け
に
関
す
る
質
問
主
意
書

旧
テ
ロ
特
措
法
の
第
一
条
が
、
「
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ

リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
が
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
一
三
六
八
号
に
お
い
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
に
対
す
る
脅
威
と

認
め
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
は
自
衛
隊
派
遣
の
正
当
性
の
主
要
な
根
拠
を
九
・
一
一
テ
ロ
攻

撃
の
翌
日
に
採
択
さ
れ
た
国
連
安
保
理
決
議
一
三
六
八
号
に
置
い
て
い
る
。

ま
た
、
同
安
保
理
決
議
が
本
文
第
四
項
で
「
テ
ロ
行
為
を
防
止
し
抑
止
す
る
た
め
一
層
の
努
力
を
す
る
よ
う
国
際
社
会
に
求

め
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
政
府
が
「
不
朽
の
自
由
作
戦
下
で
諸
外
国
の
軍
隊
等
が
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
国
際
的

な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
根
絶
の
た
め
の
国
際
社
会
の
取
組
み
の
一
環
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
き
た
。

従
っ
て
、
「
旧
テ
ロ
特
措
法
」
は
、
国
連
（
集
団
安
全
保
障
）
に
関
わ
る
防
衛
法
制
で
あ
っ
て
、
米
軍
の
「
不
朽
の
自
由
作

戦
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
）
を
支
援
す
る
た
め
イ
ン
ド
洋
で
海
上
自
衛
隊
が
行
っ
た
補
給
支
援
活
動
は
、
国
連
安
保
理
決
議
に
基
づ
く
集

団
安
全
保
障
上
の
行
動
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
っ
た
解
釈
で
、
未
だ
に
広
く
普
及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
改
め
て
「
旧
テ
ロ
特
措
法
」
の
法
律
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
以
下
、
質
問
す
る
。

一

「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
）

一



米
国
政
府
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
空
爆
開
始
当
日
の
十
月
七
日
に
国
連
憲
章
第
五
十
一
条
に
従
っ
て
安
保
理
議
長
宛
に
提
出

し
た
書
簡
（S/2001/946

）
の
中
で
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
不
朽
の
自
由
作
戦
は
、
米
国
の
法
理
と
し
て
、
「
米
国

及
び
米
国
国
民
に
対
す
る
今
も
続
い
て
い
る
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
の
脅
威
」
に
対
す
る
「
個
別
的
又
は
集
団
的
な
固
有
の
自
衛
の

権
利
の
行
使
と
し
て
」
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
武
力
行
使
の
米
国
内
法
上
の
根
拠
で
あ
る
「
武
力
行
使
容
認
法

P.L.107−40

」
が
国
連
安
保
理
決
議
を
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
九
・
一
一
米
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
翌
日
の
二
〇
〇
一
年
九
月
十
二
日
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
の

最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
北
大
西
洋
理
事
会
が
、
「
こ
の
攻
撃
が
外
国
か
ら
米
国
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断

定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
欧
州
ま
た
は
北
米
の
一
又
は
二
以
上
の
締
約
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
全
締
約
国
に
対
す
る
攻
撃
と

み
な
す
と
規
定
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
第
五
条
が
想
定
す
る
行
為
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
声
明
を
出
し

て
お
り
、
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
も
九
月
十
四
日
に
、
集
団
的
自
衛
権
を
規
定
し
た
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
条
約
を
発
動
す
る

旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
に
参
加
す
る
連
合
国
は
押
し
な
べ
て
、
自
ら
の
行
動
を
国
連
憲

章
第
五
十
一
条
の
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
に
基
づ
い
て
正
当
化
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
海
上
自
衛
隊
が
補
給
支
援
活
動
を
行
っ
た
「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
）
は
、
自
衛
権
に
基
づ
く
作
戦
行

二



動
で
あ
る
と
す
る
認
識
に
間
違
い
は
な
い
か
。

二

国
連
安
保
理
決
議
一
三
六
八
号

国
連
憲
章
第
七
章
の
冒
頭
の
第
三
十
九
条
が
「
安
全
保
障
理
事
会
は
、
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
又
は
侵
略
行

為
の
存
在
を
決
定
し
、
並
び
に
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
し
又
は
回
復
す
る
た
め
に
、
勧
告
を
し
、
又
は
第
四
十
一

条
及
び
第
四
十
二
条
に
従
っ
て
い
か
な
る
措
置
を
と
る
か
を
決
定
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
自
衛
権
を
根
拠
と
す
る
場
合
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
強
制
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
に
は
必
ず
、
国
連
憲
章
第
四

十
三
条
に
定
め
る
国
連
軍
の
編
成
を
含
め
、
国
連
安
保
理
事
会
の
明
白
な
承
認
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
国
連
安
保
理
決
議
が
武
力
行
使
を
容
認
し
た
国
連
憲
章
第
四
十
二
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
、
慣
例
上
、

当
該
の
安
保
理
決
議
の
文
言
に
以
下
の
三
要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

「
国
連
憲
章
第
四
十
二
条
決
議
の
形
式
的
三
要
件
」

⑴
安
保
理
決
議
が
問
題
と
す
る
事
態
が
、
「
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
脅
威
」
（a

threat
to

internationalpeace

and
security

）
で
あ
る
と
の
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑵
「
国
連
憲
章
第
七
章
の
下
に
行
動
し
」
（A

cting
under

C
hapter

Ⅶ
of

the
C

harter
of

the
U

nited
N

ations

）
の

三



文
言
を
受
け
て
、
主
文
に
規
定
さ
れ
る
措
置
が
国
連
憲
章
第
七
章
下
の
強
制
措
置
で
あ
る
旨
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ

と
。

⑶
上
記
を
踏
ま
え
つ
つ
、
主
文
中
に
、
武
力
行
使
を
含
む
軍
事
的
措
置
を
安
保
理
が
容
認
し
た
旨
を
示
唆
す
る
「
・
・
・
に

対
し
、
・
・
・
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
取
る
こ
と
を
認
め
る
」
（A

uthorizes

…to
take

(use)
allnecessary

m
easures

(m
eans)

to
fulfillits

m
andate

）
の
文
言
が
あ
る
こ
と
。

国
連
安
保
理
決
議
一
三
六
八
号
は
、
上
記
の
⑵
と
⑶
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
が
、
前
文
中
に
「
憲
章
に
従
っ
て
、
個
別
的

又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
を
認
識
し
」
の
文
言
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
自
衛
権
に
言
及
し
た
フ
レ
ー
ズ
の
前
に
、
同
じ
前
文
中
に
「
テ
ロ
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
国
際
の

平
和
と
安
全
に
対
す
る
脅
威
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
闘
う
こ
と
を
決
意
し
」
の
文
言
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
米

英
等
に
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
が
自
衛
権
発
動
の
意
思
を
固
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
あ

く
ま
で
も
、
前
文
で
あ
る
以
上
、
安
保
理
事
会
と
し
て
国
連
加
盟
国
に
武
力
行
使
を
含
む
対
応
を
求
め
た
も
の
と
解
釈
す
べ

き
で
は
な
い
。

ま
た
、
決
議
一
三
六
八
号
の
主
文
第
五
項
の
中
に
あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
手
順
を
取
る
用
意
が
あ
る
」
と
の
文
言
で
あ

四



る
が
、
「
手
順
」
（step

）
と
は
、
非
軍
事
的
措
置
を
意
味
す
る
慣
用
語
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
国
連
憲
章
第
四
十
二
条
に

基
づ
く
軍
事
的
措
置
を
含
む
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
国
連
安
保
理
決
議
一
三
六
八
号
は
、
米
英
等
の
連
合
国
が
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
も
の
で
あ

り
、
テ
ロ
攻
撃
に
対
す
る
対
処
方
法
と
し
て
、
国
連
が
国
連
憲
章
第
五
十
一
条
に
基
づ
く
武
力
行
使
を
初
め
て
認
め
た
画
期

的
な
決
議
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
国
連
加
盟
国
に
対
し
、
国
連
憲
章
第
四
十
二
条
に
基
づ
く
軍
事
的
措
置
を
求
め
て
は
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
も
同
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。
別
の
見
解
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
違
い
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

旧
テ
ロ
特
措
法

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
旧
テ
ロ
特
措
法
」
は
、
国
連
（
集
団
安
全
保
障
）
に
関
わ
る
防
衛
法
制
で
は
な
く
、
自
衛
権
を

根
拠
に
テ
ロ
掃
討
作
戦
を
続
け
る
米
国
を
支
援
す
る
法
制
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
政
府
は
、
こ
の
見
解
に
同
意

す
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


